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準拠点

網干川

量水器

dep = 17.00 m
H=3.568m m
Bor.No.1

dep = 12.00 m
H=3.458m m
Bor.No.2

最深河床=計画河床≒▽-0.2

既設橋桁下ライン

HWL(朔望平均満潮位)▽0.822

路　 線　 名

道 路 規 格

設 計 速 度

大 型 車 交 通 量

設 計 活 荷 重

上 部 工

下 部 工

基 礎 工

形

式

橋　　　　 長

桁　　　　 長

支　　　　 間

有 効 幅 員

斜　　　　 角

平 面 線 形

縦　断　勾　配

横　断　勾　配

設 計 水 平 震 度

鉄 　　筋

コンクリート

鉄 　　筋

コンクリート

鉄 　　筋

使

用

材

料

上

工
部

下

工
部

基

工
礎

適 用 示 方 書

鳴門公園線

設　計　条　件

歩道荷重（群集荷重5.0kN/m2）

ＰＣ単純プレテンション方式Ｔ桁橋

A1・A2：逆Ｔ式橋台　

A1：場所打ち杭（φ1000mm）

θ=90°

R=∞　

SD345

SD345

SD345

15.600m

15.100m

2.000

σck＝24N/mm2 　　　　

σck＝24N/mm2（呼び強度＝30N/mm2）

i=0.037%

道路橋示方書・同解説書（平成29年11月)

四国地方整備局 設計便覧（案）（平成30年7月）

A2：場所打ち杭（φ1000mm）

kh＝0.25

15.700m

コンクリート主桁：σck＝50N/mm2　場所打ち：σck＝30N/mm2

-----

-----

-----

i=2.0%（水路方向）
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Bor.No.1
H=3.568m m
dep = 17.00 m

貫入不能
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Bor.No.2
H=3.458m m
dep = 12.00 m

1

シ
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混

じ
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砂
シ

ル
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質
砂

転
石

群

2

砂
岩

泥
岩

互
層

泥
岩

3

1 シルト混じり砂礫

2 シルト混じり礫質砂

3 風化砂岩泥岩互層

投影投影

GL-2.20m
GL-2.50m

矢板護岸（4w型）

地 盤 種 別 2種地盤

支 承 条 件 A1：可動、A2：固定

伸縮装置 ゴムジョイント

落橋防止システム 橋軸方向：桁かかり長の確保

橋軸直角方向：特になし

塩 害 対 策 区 分 対策区分S

CL

LEVEL

主桁横断勾配

2.0% 2.0%

薄層樹脂舗装10mm+密粒度アスファルト30mm
tmin=40

側　面　図

標準断面図

橋　梁　一　般　図

工事名

路線名等

図面名

図面番号

事業者名

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦

図 示 /1

S=1:100

S=1:50

平　面　図

橋梁一般図

下流 上流

年 度

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

徳島県土整備事務所鳴門支所

令和８年度

実施設計図面

縮 尺 32
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104690.057

104691.309

104697.377

104699.207

104703.233

104704.697

104705.734

Y 座 標
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Y 座 標

基準点

X 座 標
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T-17
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104688.909136492.126
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Y=104725

工事名

路線名等

図面名

縮尺 図面番号

事業者名

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦

S=1:100 /2

座　標　図

下 部 工 座 標 図 S=1:100

年 度

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

徳島県土整備事務所鳴門支所
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工事名

路線名等

図面名

図面番号

事業者名

工事箇所 鳴門市鳴門町土佐泊浦

図 示 /3

Ａ１橋台構造一般図

Ａ１橋台構造一般図 S=1:50

正 面 図

平 面 図

断 面 図 下流側巻込み壁 胸壁天端詳細図 S=1:20

受台平面図

橋軸方向

支承部詳細図 S=1:20

橋軸方向

アンカー部詳細図S=1:20

年 度

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

縮 尺

鳴門公園線

3.571

2.366

3.471 3.491 3.511

伸縮装置用後打ちコンクリート
t=100mm歩道中心線

i=2.00%

2.366

3.611

-1.709

場所打ち杭φ1000
L=5.50m N=2本 σck=18N/mm2

均しコンクリ－ト

歩道中心線

2.366

3.491

M

下流側上流側

下流側上流側

3.491

場所打ち杭φ1000
L=5.50m N=2本

σck=24N/mm2
躯体コンクリ－ト

-1.709

伸縮装置用後打ちコンクリート
t=100mm

2.366

3.511

下流側巻込み壁

3.511

-0.209

(海側)

(海側)

-0.209

G2 G1

2.366

電線共同溝箱抜き
B550×H650×t500

電線共同溝箱抜き
B550×H650×t500

伸縮装置用アンカー筋 D16

注）・伸縮装置用アンカー筋はパラペット打設時に埋め込んでおくこと。

　　・伸縮装置用アンカー筋の配置は伸縮継手詳細図を参照のこと。

アンカー筋の数量は上部工で計上

伸縮装置用後打ちコンクリート
t=100mm

支承切欠き
430×430×深さ30

アンカーボルト孔
φ150×520

支承ライン

歩道中心線

支承ライン

前面側

2%

支承切欠き
430×430×深さ30

前面側

2%

アンカーボルト孔
φ150×520

注）・橋座は2%の排水勾配を付けること。

下流側上流側
(海側)

徳島県土整備事務所鳴門支所
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工事名

路線名等

図面名

図面番号

事業者名

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦

図 示 /4

Ａ２橋台構造一般図

Ａ２橋台構造一般図 S=1:50

正 面 図 断 面 図 下流側巻込み壁 上流側巻込み壁

平 面 図

胸壁天端詳細図 S=1:20

受台平面図

橋軸方向

支承部詳細図 S=1:20

橋軸方向

アンカー部詳細図S=1:20

年 度

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

縮 尺

3.517 3.497 3.477

伸縮装置用後打ちコンクリート
t=100mm歩道中心線

i=2.00%

場所打ち杭φ1000
L=7.00m N=2本

3.617

2.392 2.392

3.577

F

σck=18N/mm2
均しコンクリ－ト 場所打ち杭φ1000

L=7.00m N=2本

-0.203

上流側下流側

3.497

-0.203

2.392

σck=24N/mm2
躯体コンクリ－ト

伸縮装置用後打ちコンクリート
t=100mm

歩道中心線

上流側下流側

上側巻込み壁下側巻込み壁

2.392

3.517

2.392

3.477

3.517 3.477

3.497

1.297

(海側)

(海側)

1.297

G1 G2

2.392

電線共同溝箱抜き
B550×H650×t500

電線共同溝箱抜き
B550×H650×t500

注）・伸縮装置用アンカー筋はパラペット打設時に埋め込んでおくこと。

　　・伸縮装置用アンカー筋の配置は伸縮継手詳細図を参照のこと。

伸縮装置用アンカー筋 D16
アンカー筋の数量は上部工で計上

伸縮装置用後打ちコンクリート
t=100mm

支承切欠き
430×380×深さ30

支承ライン

歩道中心線

前面側

支承ライン

2%

支承切欠き
430×380×深さ30

前面側

2%

アンカーボルト孔
φ175×650

注）・橋座は2%の排水勾配を付けること。

アンカーボルト孔
φ175×650

上流側下流側
(海側)

徳島県土整備事務所鳴門支所
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Ａ１橋台場所打ち杭配筋図 S=1:30

工事名

路線名等

図面名

図面番号

事業者名

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦

1:30

Ａ１橋台場所打ち杭配筋図

断 面 図

1-1

注）帯鉄筋の重ね継手位置は、上下千鳥にずらすこと。

2-2

継手詳細図

側 面 図

N=2本

鉄 筋 加 工 図

スペーサー詳細図

杭 配 置 図

Uボルト取付詳細図

主鉄筋・帯鉄筋金具詳細図

無溶接金具取付図(参考図)

補強リングと主鉄筋金具詳細図

年 度

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

縮 尺

フーチング下面

1 1

2 2

2X200

2
X
2
0
0

P 1 D25

P 1 D25

P 2 D16 補強リング

P 3 D22

P 4 D13

　スペーサー

（１ヶ所当り４個）

P 3 D22

P 3 D22

P 1 D25

P 2 D16

40φ
以
上

3φ

(
帯

鉄
筋

の
純

か
ぶ

り
)

P 4 D13

　スペーサー

（１ヶ所当り４個）

P 4 12-D13 X 290

FB-32×4.5（裏当て材）

Ｕボルトスペーサー D13

主鉄筋 D25

Ｕボルト

帯鉄筋 D16

Ｕボルト

FB 9×75

注）スペーサーの取付け位置は、1断面あたり4個以上

　　かつ円周長に対し500mm～700mm程度で配置すること。

　　１交差箇所につき上下1箇所ずつ金具で固定

補強リング・固定器具
仕 様 個 数 摘 要

24

杭1本当り

項 目

FB 9X75 円加工φ666 補強リング

補強リング質量表
長 さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量

3 5.30 11.09 33

杭1本当り

種 別

FB 9X75

(mm)

2092

(kg/m) (kg/本) (kg)

摘 要

補強リング

主鉄筋と補強リングの固定

主鉄筋とスペーサーの固定

裏当て材含む

60

3

　　　 円弧部以外は鉄筋の外形寸法を示す。

　　 3.鉄筋長は、鉄筋の中心寸法を示す。

　　　 ・コンクリート部材編」及び「道路橋示方書・同解説IV下部構造編」

注） 1.鉄筋の最小曲げ半径は、「道路橋示方書・同解説IIIコンクリート橋

　　 2.曲げ寸法は、円弧部の曲げ半径は鉄筋の内半径を示し、

　　　 （平成29年11月）による。

P 3 6-D22 X 1250(平均長)

P 2 D16

注）杭先端は、純かぶりで120mmとすること。

P
1

2
0
-
D
2
5

X
6
5
7
0

P 2 33-D16 X 3580

鉄筋質量表
種 別 径 長 さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘 要

P 1 D25 6570 20 3.98 26.15 523

P 2 D16 3580 33 1.56 5.58 184

P 3 D22 1250 6 3.04 3.80 23 (平均長)

P 4 D13 290 12 0.995 0.29 3

733 kg

合　計 D25 523 kg

D22 23 kg

D16 184 kg

D13 3 kg

総質量 733 kg

6 kg

368 kg

46 kg

1046 kg

1.0基当り

1466 kg

(SD345)

1本当り

=

=

=

=

=

2

2

2

2

2

X

X

X

X

X

P 3 D22

上流側
(海側)
下流側

（Uボルト）

注）軸方向鉄筋と帯鉄筋の交点を軸方向鉄筋

　　3～4本おき程度で結束線にて結束する。

主筋 D25

主筋

補強リング

U字ボルト

ナット

Uボルトまたは同等品

主鉄筋と補強リングは全数金具で固定

　　結束するものとし、組立て上の形状保持などのための溶接は行わないこと。

注）スペーサー及び組立筋は、特殊金物等による無溶接工法や、なまし鉄線を用いて
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Ａ２橋台場所打ち杭配筋図 S=1:30

工事名

路線名等

図面名

図面番号

事業者名

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦

1:30

Ａ２橋台場所打ち杭配筋図

断 面 図

1-1

注）帯鉄筋の重ね継手位置は、上下千鳥にずらすこと。

2-2

継手詳細図

鉄 筋 加 工 図

スペーサー詳細図

側 面 図

N=2本

杭 配 置 図

Uボルト取付詳細図

主鉄筋・帯鉄筋金具詳細図

無溶接金具取付図(参考図)

補強リングと主鉄筋金具詳細図

年 度

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

縮 尺

2X200

2
X
2
0
0

P 1 D25

P 1 D25

P 2 D16

P 3 D22

P 4 D13
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P 3 D22
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P 2 D16

40φ
以
上

3φ

(
帯

鉄
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純
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り
)

P 4 D13

　スペーサー

（１ヶ所当り４個）

P 4 12-D13 X 290

FB-32×4.5（裏当て材）

Ｕボルトスペーサー D13

主鉄筋 D25

Ｕボルト

帯鉄筋 D16

Ｕボルト

FB 9×75

注）スペーサーの取付け位置は、1断面あたり4個以上

　　かつ円周長に対し500mm～700mm程度で配置すること。

　　１交差箇所につき上下1箇所ずつ金具で固定

補強リング・固定器具
仕 様 個 数 摘 要

24

杭1本当り

項 目

FB 9X75 円加工φ666 補強リング

補強リング質量表
長 さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量

3 5.30 11.09 33

杭1本当り

種 別

FB 9X75

(mm)

2092

(kg/m) (kg/本) (kg)

摘 要

補強リング

主鉄筋と補強リングの固定

主鉄筋とスペーサーの固定

裏当て材含む

60

3

フーチング下面

1 1

2 2

補強リング

　スペーサー

（１ヶ所当り４個）

　　　 円弧部以外は鉄筋の外形寸法を示す。

　　 3.鉄筋長は、鉄筋の中心寸法を示す。

　　　 ・コンクリート部材編」及び「道路橋示方書・同解説IV下部構造編」

注） 1.鉄筋の最小曲げ半径は、「道路橋示方書・同解説IIIコンクリート橋

　　 2.曲げ寸法は、円弧部の曲げ半径は鉄筋の内半径を示し、

　　　 （平成29年11月）による。

P 3 6-D22 X 1250(平均長)

P 2 D16

注）杭先端は、純かぶりで120mmとすること。

P 3 D22
P
1

2
0
-
D
2
5

X
8
0
7
0

P 2 38-D16 X 3580

鉄筋質量表
種 別 径 長 さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘 要

P 1 D25 8070 20 3.98 32.12 642

P 2 D16 3580 38 1.56 5.58 212

P 3 D22 1250 6 3.04 3.80 23 (平均長)

P 4 D13 290 12 0.995 0.29 3

880 kg

合　計 D25 642 kg

D22 23 kg

D16 212 kg

D13 3 kg

総質量 880 kg

6 kg

424 kg

46 kg

1284 kg

1.0基当り

1760 kg

(SD345)

=

=

=

=

=

2

2

2

2

2

X

X

X

X

X

1本当り

上流側
(海側)
下流側

（Uボルト）

注）軸方向鉄筋と帯鉄筋の交点を軸方向鉄筋

　　3～4本おき程度で結束線にて結束する。

主筋 D25

主筋

補強リング

U字ボルト

ナット

Uボルトまたは同等品

主鉄筋と補強リングは全数金具で固定

　　結束するものとし、組立て上の形状保持などのための溶接は行わないこと。

注）スペーサー及び組立筋は、特殊金物等による無溶接工法や、なまし鉄線を用いて
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AS
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満
潮
位
N
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16
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00

NO
.3+

5.
00
0

NO
.3

仮設配管φ300

HPφ300VP
φ
10
0 (2.11)

dep= 17.00 m
H= 3.568 m
Bor.No.1

網干島橋

コルゲートパイプ φ2500(L=15m、2%勾配)

Ａ１橋台 土留め工計画図

部材名称

腹 起 (1段目)

材 料 表

副部材（Ａ）

副部材（Ｂ）

単位質量

（kg/m）

数 量長 さ規 格

（m）

1本当たり質量 質 量 備 考

（kg/本） （kg）

SS400

kg

kg

kg

kg主部材合計

部材総合計

主部材 × 22%

主部材 × 4%

5.050 2 757.50 1,515

6,720

1,478

269

8,467

総 合 計 kg40,867

腹 起 (1段目) SS4005.750 862.50 1,725

隅火打 (2段目) SS4000.300 4 30.00 120

kg腹起合計 6,480

kg鋼矢板合計60 枚 32,400

鋼 矢 板 9.000 23 540.00 12,42060.00SP-3型 SY295

鋼 矢 板

支 保 工

kg隅火打合計 240

2

隅火打 (1段目) SS400H-300X300X10X15 100.000.300 4 30.00 120

鋼 矢 板 9.000 37 540.00 19,98060.00SP-3型 SY295

150.00

150.00

H-350X350X12X19

H-350X350X12X19

H-300X300X10X15 100.00

腹 起 (2段目)

腹 起 (2段目)

No.3
+4.6

97

DL= 0.000

4/35

6

4

9

10

15

14

13

50/5

50/14

41

50/15

50/28

30

50/25

50/19

貫入不能

1

2

3

GL-2.50m

0 10 20 30 40 50

N値

Bor.No.1(投影)
H= 3.568 m

dep= 17.00 m

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

シルト質砂礫

礫混じりシルト質砂

シルト混じり砂礫3

2

1

シ

ル

ト

混

じ

り

砂

礫

シ

ル

ト

質

砂

シ

ル

ト

混

じ

り

砂

H.W.L.=0.822(朔望平均満潮位)
M.W.L.=0.311

-0.2(最深河床=計画河床)-0.209

-1.709

A1

仮設盛土

3.500(施工基面)

Dg

As2

As1 As1

As2

Dg

1・2段目 腹起
H350X350X12X19
L=5750

1・2段目 腹起
H350X350X12X19
L=5750

1・2段目 腹起
H350X350X12X19
L=5050

鋼矢板
SP-3型 L=9000

DL= 0.000

1.000

(1段目支保工撤去盛替面)

-1.909

※施工計画上の留意点
1) 鋼矢板は、事前に布堀を行い圧入工法にて打設する。
2) 支保工設置時の余堀りは、1.0mとする。
3）2段目支保工は、フーチング施工後、良質土を埋戻し撤去する。
4）1段目支保工は、設置位置の2.0m下まで良質土を埋戻し撤去する。

AS

DL= 0.000 DL= 0.000

CL

H.W.L.=0.822

-0.209

-1.709

3.500(施工基面)

A2s

A1s

Dg

-1.909

鋼矢板
SP-3型 L=9000

鋼矢板
SP-3型 L=9000

A1

Dg

As2

As1

(朔望平均満潮位)

1・2段目 腹起
H350X350X12X19

1・2段目 腹起
H350X350X12X19

1・2段目 腹起
H350X350X12X19
L=5750

L=5050 L=5050

1.000

(1段目支保工撤去盛替面)

Sh

A1

1・2段目 腹起
H350X350X12X19
L=5050

1・2段目 腹起
H350X350X12X19
L=5750

BS

SS4005.050 2 757.50 1,515

SS4005.750 862.50 1,7252

150.00

150.00

H-350X350X12X19

H-350X350X12X19

(埋め殺し)

(引き抜き)

(引き抜き)(埋め殺し)

鋼矢板
SP-3型 L=90001・2段目 隅火打

H300X300X10X15

鋼矢板 埋め殺し範囲

鋼矢板 引き抜き範囲

鋼
矢
板

引
き
抜
き
範
囲

鋼
矢
板

引
き
抜
き
範
囲

鋼
矢
板

埋
め
殺
し
範
囲

鋼
矢
板

埋
め
殺
し
範
囲

(引き抜き)

平 面 図 S=1:100

工事名

路線名等

図面名

図面番号

事業者名

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦

図 示 /7

Ａ１橋台 土留め工計画図

注) 隅火打長は、隅火打実長-1.00m(火打受ヒ゜ース)を差し引いた長さである。

NO.3+5.00
GH=3.620

FH=

断 面 図 S=1:100側　面 図 S=1:100

年 度

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

縮 尺

徳島県土整備事務所鳴門支所
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NO.4
GH=3.645

FH=

平 面 図 S=1:100

工事名

路線名等

図面名

図面番号

事業者名

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦

図 示 /8

Ａ２橋台 土留め工計画図

断 面 図 S=1:100

注) 隅火打長は、隅火打実長-1.00m(火打受ヒ゜ース)を差し引いた長さである。

側 面 図 S=1:100

年 度

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

縮 尺

DL= 0.000

1.297

-0.203

3.500(施工基面)

CL

DL= 0.000

As2

As1

BS

鋼矢板
SP-3型 L=7500

鋼矢板
SP-3型 L=7500

-0.403

網干島橋

2.88

2.85

1.48

1.48

2.19

0.18 2.41

3.51

(2.11)
-0.12

(0.23)

0.00
2.40

3.78
4.56

3.46

3.50

3.28

3.44

3.633.64

3.55

Eフクイケ43

T大毛(二)11R7

N
O.
3+
16
.0
00

NO
.4

引込小柱

単管

dep= 12.00 m
H= 3.458 m
Bor.No.2

VPφ100

HPφ300

VP
φ
10
0

仮設配管φ300朔
望
平
均
満
潮
位

N
O.
4+
2.
83
3

(N
O-
0)

(0.21)

上水管基礎

1段目 腹起
H350X350X12X19

1段目 腹起
H350X350X12X19

1段目 腹起
H350X350X12X19

上
水
管
基
礎
か
ら
離
隔

A2

A2

Ａ２橋台 土留め工計画図

L=5750

L=4250L=4250

1段目 隅火打
H300X300X10X15

1段目 腹起
H350X350X12X19
L=4250

1段目 腹起
H350X350X12X19
L=5750

部材名称

腹 起 (1段目)

材 料 表

副部材（Ａ）

副部材（Ｂ）

単位質量

（kg/m）

数 量長 さ規 格

（m）

1本当たり質量 質 量 備 考

（kg/本） （kg）

SS400

kg

kg

kg

kg主部材合計

部材総合計

主部材 × 22%

主部材 × 4%

4.250 2 637.50 1.275

3.080

678

123

3.881

総 合 計 kg29,081

腹 起 (1段目) SS4005.750 862.50 1.725

kg腹起合計 3.000

kg鋼矢板合計56 枚 25,200

鋼 矢 板 7.500 22 450.00 9,90060.00SP-3型 SY295

鋼 矢 板

支 保 工

kg隅火打合計 80

2

隅火打 (1段目) SS400H-300X300X10X15 100.000.200 4 20.00 80

鋼 矢 板 7.500 34 450.00 15,30060.00SP-3型 SY295

(埋め殺し)

(引き抜き)

150.00

150.00

H-350X350X12X19

H-350X350X12X19

No.4
+0.3

97

DL= 0.000

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

0 20 40 60 80 100

RQD

0 10 20 30 40 50

N値

0

65

50

10

6

8

10

15

14

18

20

Bor.No.2(投影)
H= 3.458 m

dep= 12.00 m

シルト混じり砂礫

シルト混じり礫質砂

風化砂岩泥岩互層

GL-2.20m

3

2

1

3

2

1

シ

ル

ト

質

砂

シ
ル
ト
混
じ
り
砂

転
石
群
砂
岩
泥
岩
互
層

泥
岩

H.W.L.=0.822(朔望平均満潮位)
M.W.L.=0.311

-0.2(最深河床=計画河床)

1.297

-0.203

As2

As1

BS

As2

As1

Dg

3.500(施工基面)

-0.403

鋼矢板
SP-3型 L=7500

鋼矢板
SP-3型 L=7500

A2

1段目 腹起
H350X350X12X19
L=5750

1段目 腹起
H350X350X12X19
L=5750

1段目 腹起
H350X350X12X19
L=4250

As1

As2

Dg

DL= 0.000

※施工計画上の留意点
1) 鋼矢板は、事前に布堀を行い圧入工法にて打設する。
2) 支保工設置時の余堀りは、1.0mとする。
3）支保工は、フーチング施工後、良質土を埋戻し撤去する。
4) 圧入前に上水管基礎の覆土を撤去し、詳細位置を確認する。
　　圧入時は基礎の観測を実施し、変位が無いことを確認する。

鋼矢板 埋め殺し範囲

鋼
矢
板

埋
め
殺
し
範
囲

鋼矢板 引き抜き範囲

鋼
矢
板

引
き
抜
き
範
囲

鋼矢板
SP-3型 L=7500

(引き抜き) (埋め殺し) (埋め殺し) (引き抜き)

徳島県土整備事務所鳴門支所
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Ａ１橋台配筋図（その１） S=1:30

工事名

路線名等

図面名

図面番号

事業者名

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦

1:30

Ａ１橋台配筋図（その１）

正 面 図

前 面 背 面 正 面 図

外内面共通

平 断 面 図

竪壁平断面図胸壁平断面図

下流側巻込み壁

箱抜き補強鉄筋詳細図

前背面共通

機械式継手部詳細図

正 面 図 側 面 図

S=1:20

年 度

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

縮 尺 /9

上流側
(海側)
下流側

(海側)
下流側上流側

i=2.00%

上流側
(海側)
下流側上流側

(海側)
下流側

2
X
1
5
0

2
X
1
5
0

A 1 D16

A 2 D16

A 3 D16

A 6 D16

A 9 D16

A 10 D16

A 11 D13A 12 D13 A 14 D16 A 14 D16

A 20 D13 A 20 D13 A 20 D13

A 20 D13

A 12 D13

A 11 D13

A 15 D13

A 21 D13

P 1 D16P 2 D16

P 3 D13

P 5 D13

P 9 D13P 10 D13P 9 D13P 10 D13 P 11 D13
P 12 D13

P 11 D13
P 12 D13

P 7 D13 P 7 D13

P 3 D13

P 5 D13

F 7 D16F 7 D16F 7 D16 F 7 D16

P
R
1 D16

P
R
2 D13 P

R
3 D13

P
R
4 D13

P
R
4 D13

P
R
2 D13

P 8 D13※ ※

※

　　　 　 （H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

　　 なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体

　　　 下記の基準等を満足すること。

　　 　　 機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　　 　 道路橋示方書・同解説（H29.11　日本道路協会）

注）2.※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

　　 と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注）3.この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり製品を

　　 指定するものではない。

1

2

腹起し 腹起し

A 4 D16

A 5 D16
A 8 D16

A 7 D16

P
R
5 D13

注）1.鉄筋は全てエポキシ樹脂塗装鉄筋とする。

H 4 D16

H 3 D16

H 6 D16

H 1 D16

H 5 D16

A 20 D13

A 19 D13

A 17 D1316A

18A

A 5 D16A 4

A 3 D16A 2

A 20 D13

A 8 D16

A 10 D16A 9

A 7

(海側)
下流側上流側

注）・箱抜きに当たる鉄筋は現場にて適宜切断すること。

　　・かぶりはすべて躯体から直角に100とする。

H 2 D16

i=2.00%

P 4 D13P 6 D13

腹起し H350X350
腹起し H350X350

フーチング上面

(海側)
下流側

1.0001.000

-0.209

(
2
5
φ

以
上

)

軸方向鉄筋 D16

軸方向鉄筋 D16ひび割れ防止筋 D13

(
2
5
φ

以
上

)

(
2
5
φ

以
上

)

機械式継手 D16用

機械式継手 D13用

フーチング上面 機械式継手 D16用

-0.209

徳島県土整備事務所鳴門支所
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断 面 図

受台平面図

Ａ１橋台配筋図（その２） S=1:30

工事名

路線名等

図面名

図面番号

事業者名

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦

1:30

Ａ１橋台配筋図（その２）

下 流 側

側 面 図

上 流 側

背 面

胸壁詳細図

前 面

背 面

竪壁詳細図

前 面

支承詳細図

平 面 図

S=1:20

年 度

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

縮 尺 /10

上流側
(海側)
下流側

2X175 2X175

A 1 D16

A 6 D16

A 21 D13

A 13 D16

A 22 D16 A 19 D13

A 9 D16

A 10 D16

A 4 D16

A 5 D16

P 7 D13

P 1 D16

F 6 D16 F 6 D16

F 1 D16

F 2 D16

F 8 D13

F 2 D16

A 22 D16( )

注）（　）内の鉄筋は水平補強鉄筋を示す。

A 14 D16

※

※ P 8 D13

※

F 9 D16※

腹起し

A 13 D16

A 22 D16

A 16 D13

A 17 D13

2X250 2X300

2X175

A 22 D16

A 13 D16

A 6 D16

F 1 D16

A 1 D16

A 15 D13

2
X
3
0
0

A 20 D13

A 14 D16

A 18 D13

A 20 D13

F 7 D16

F 1 D16

※※

※

F 6 D16 F 6 D16

P 2 D16

A 14 D16

F 2 D16 F 9 D16※

　　　 　 （H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

　　 なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体

　　　 下記の基準等を満足すること。

　　 　　 機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　　 　 道路橋示方書・同解説（H29.11　日本道路協会）

注）2.※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

　　 と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注）3.この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり製品を

　　 指定するものではない。

1

2

注）1.鉄筋は全てエポキシ樹脂塗装鉄筋とする。

下流側巻込み壁

2X3002X150 2X3002X150

A 13 D16

A 11 D13 A 12 D13A 21 D13A 22 D16

A 13 D16

組立鉄筋水平補強鉄筋

橋座筋

P 1 D16 P 2 D16

P 3 D13 P 5 D13

P 8 D13

※ ※

※

A 1 D16 A 6 D16

組立鉄筋

注）組立鉄筋は配力筋を囲み、背面側に半円形フックを配置する。

注）組立鉄筋は配力筋を囲み、半円形フックと定着体を千鳥状に配置する。

2.00%

(海側)
下流側上流側

橋軸方向

断 面 図

4
X
1
2
5

4X125 4X125

4
X
1
2
5

4X125

注）橋座は2.00%の排水勾配を付けること。

　　最小かぶりを90mm以上確保すること。

S 2 D16

S 1 D16

S 2 D16

S 1 D16

S 1 D16

S 2 D16

S 3 D16

徳島県土整備事務所鳴門支所
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底 版

上 面

下 面

Ａ１橋台配筋図（その３） S=1:30

工事名

路線名等

図面名

図面番号

事業者名

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦

1:30

Ａ１橋台配筋図（その３）

鉄 筋 加 工 図

フーチング詳細図

年 度

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

縮 尺 /11

上流側
(海側)
下流側

上流側
(海側)
下流側

2
X
1
7
5

2
X
1
7
5

F 1 D16

F 2 D16

F 3 D13

F 4 D13

F 5 D13

F 8 D13 F 8 D13

F 8 D13 F 8 D13

※

※

P 3 4-D13 X 3050

P 4 1-D13 X 3060

P 5 4-D13 X 3050

P 6 1-D13 X 3060

P
R
3 4-D13 X 560

H 2 4-D16 X 1700

H 3 2-D16 X 1500

H 4 2-D16 X 1400

H 1 6-D16 X 1600

P
1

1
5
-
D
1
6

X
2
2
0
0

P
2

1
5
-
D
1
6

X
2
2
0
0

P 9 2-D13 X 1410 P 10 2-D13 X 1360

P 11 2-D13 X 560 P 12 2-D13 X 560

P
R 1

8
-
D
1
6

X
1
7
0
0

S 1 10-D16 X 1060 S 2 10-D16 X 1060

P 8 9-D13 X 460

P
R
2 10-D13 X 1340

P
R
4 4-D13 X 590 P

R
5 4-D13 X 460

P 7 15-D13 X 560

S 3 2-D16 X 2230

H 6 2-D16 X 1400

H 5 2-D16 X 1410

　　　 円弧部以外は鉄筋の外形寸法を示す。

　　 3)鉄筋長は、鉄筋の中心寸法を示す。

　　　 ・コンクリート部材編」及び「道路橋示方書・同解説IV下部構造編」

　　 2)曲げ寸法は、円弧部の曲げ半径は鉄筋の内半径を示し、

　　　 （平成29年11月）による。

注）4. 1)鉄筋の最小曲げ半径は、「道路橋示方書・同解説IIIコンクリート橋

　　　 　 （H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

　　 なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体

　　　 下記の基準等を満足すること。

　　 　　 機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　　 　 道路橋示方書・同解説（H29.11　日本道路協会）

注）2.※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

　　 と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注）3.この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり製品を

　　 指定するものではない。

1

2

注）1.鉄筋は全てエポキシ樹脂塗装鉄筋とする。

上 面

下 面

F 1 D16

F 2 D16

F 4 D13

F 5 D13

F 3

F 9 D16※

組立鉄筋

注）組立鉄筋は配力筋を囲み上面側に半円形フックを配置する。

徳島県土整備事務所鳴門支所
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Ａ１橋台配筋図（その４） S=1:30

工事名

路線名等

図面名

図面番号

事業者名

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦

1:30

Ａ１橋台配筋図（その４）

鉄 筋 加 工 図

年 度

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

縮 尺 /12

※

※

※

機械式継手
F 1 19-D16 X 2140

F 2 19-D16 X 3860

F 5 9-D13 X 4200

F 9 8-D16 X 1390

A
2

1
-
D
1
6

X
2
4
2
0

A
3

1
-
D
1
6

X
1
0
9
0

A
4

1
-
D
1
6

X
1
9
1
0

A
5

1
-
D
1
6

X
1
6
0
0

A
1

1
3
-
D
1
6

X
3
5
0
0

A
6

1
3
-
D
1
6

X
3
5
0
0

A
1
5

4
-
D
1
3

X
3
5
0
0

A 11 10-D13 X 3490

A 12 10-D13 X 3490

A 20 18-D13 X 1490

A 14 6-D16 X 5000

A 21 14-D13 X 1360

A 22 15-D16 X 1390

F 3 5-D13 X 4200

F 4 4-D13 X 1520

F 6 10-D16 X 4200

F 7 10-D16 X 2170 F 8 9-D13 X 1490

機械式継手

機械式継手

機械式継手

機械式継手

機械式継手

　　　 円弧部以外は鉄筋の外形寸法を示す。

　　 3)鉄筋長は、鉄筋の中心寸法を示す。

　　　 ・コンクリート部材編」及び「道路橋示方書・同解説IV下部構造編」

　　 2)曲げ寸法は、円弧部の曲げ半径は鉄筋の内半径を示し、

　　　 （平成29年11月）による。

注）4. 1)鉄筋の最小曲げ半径は、「道路橋示方書・同解説IIIコンクリート橋

　　　 　 （H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

　　 なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体

　　　 下記の基準等を満足すること。

　　 　　 機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　　 　 道路橋示方書・同解説（H29.11　日本道路協会）

注）2.※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

　　 と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注）3.この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり製品を

　　 指定するものではない。

1

2

注）1.鉄筋は全てエポキシ樹脂塗装鉄筋とする。
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Ａ１橋台配筋図（その５） S=1:30

工事名

路線名等

図面名

図面番号

事業者名

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦

1:30

Ａ１橋台配筋図（その５）

年 度

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

縮 尺 /13

鉄筋質量表
種 別 径 長 さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘 要

P 1 D16 2200 15 1.56 3.43 51

P 2 〃 2200 15 〃 3.43 51

P 3 D13 3050 4 0.995 3.03 12

P 4 〃 3060 1 〃 3.04 3

P 5 〃 3050 4 〃 3.03 12

P 6 〃 3060 1 〃 3.04 3

P 7 〃 560 15 〃 0.56 8

P 8 〃 460 9 〃 0.46 4

P 9 〃 1410 2 〃 1.40 3

P 10 〃 1360 2 〃 1.35 3

P 11 〃 560 2 〃 0.56 1

P 12 〃 560 2 〃 0.56 1

152 kg

P 1
R

D16 1700 8 1.56 2.65 21

P 2
R

D13 1340 10 0.995 1.33 13

P 3
R

〃 560 4 〃 0.56 2

P 4
R

〃 590 4 〃 0.59 2

P 5
R

〃 460 4 〃 0.46 2

40 kg

H 1 D16 1600 6 1.56 2.50 15

H 2 〃 1700 4 〃 2.65 11

H 3 〃 1500 2 〃 2.34 5

H 4 〃 1400 2 〃 2.18 4

H 5 〃 1410 2 〃 2.20 4

H 6 〃 1400 2 〃 2.18 4

43 kg

S 1 D16 1060 10 1.56 1.65 17

S 2 〃 1060 10 〃 1.65 17

S 3 〃 2230 2 〃 3.48 7

41 kg

A 1 D16 3500 13 1.56 5.46 71

A 2 〃 2420 1 〃 3.78 4 （1）

A 3 〃 1090 1 〃 1.70 2

A 4 〃 1910 1 〃 2.98 3 （1）

A 5 〃 1600 1 〃 2.50 3

A 6 〃 3500 13 〃 5.46 71

A 7 〃 1910 1 〃 2.98 3 （1）

A 8 〃 1600 1 〃 2.50 3

A 9 〃 2420 1 〃 3.78 4 （1）

A 10 〃 1090 1 〃 1.70 2

A 11 D13 3490 10 0.995 3.47 35

A 12 〃 3490 10 〃 3.47 35

A 13 D16 3130 15 1.56 4.88 73

A 14 〃 5000 6 〃 7.80 47

A 15 D13 3500 4 0.995 3.48 14

A 16 〃 2380 2 〃 2.37 5 （2）

A 17 〃 1480 2 〃 1.47 3

A 18 〃 1870 2 〃 1.86 4 （2）

A 19 〃 1990 2 〃 1.98 4

A 20 〃 1490 18 〃 1.48 27

A 21 〃 1360 14 〃 1.35 19

A 22 D16 1390 15 1.56 2.17 33

465 kg

種 別 径 長 さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘 要

F 1 D16 2140 19 1.56 3.34 63

F 2 〃 3860 19 〃 6.02 114

F 3 D13 4200 5 0.995 4.18 21

F 4 〃 1520 4 〃 1.51 6

F 5 〃 4200 9 〃 4.18 38

F 6 D16 4200 10 1.56 6.55 66

F 7 〃 2170 10 〃 3.39 34

F 8 D13 1490 9 0.995 1.48 13

F 9 D16 1390 8 1.56 2.17 17

372 kg

(機械式継手箇所)

合　計 D16 820 kg ( 4)

D13 293 kg ( 4)

総質量 1113 kg ( 8)

1.0基当り

　※

　※

　※

　※

　※

(SD345)

注）鉄筋は全てエポキシ樹脂塗装鉄筋とする。

注）※印表記は機械式鉄筋定着工法を示す。

注）（ ）内の数値は機械式継手箇所を示す。

機械式鉄筋定着工法数量表

鉄筋径

D13

D16

0<L≦1m 1m<L≦2m 2m<L≦3m 3m<L≦4m 4m<L≦5m 5m<L≦6m

小 計

合 計

箇 所 数

50

----

- - - - -

- - - -

13 14

23

13 37

徳島県土整備事務所鳴門支所
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Ａ２橋台配筋図（その１） S=1:30

工事名

路線名等

図面名

図面番号

事業者名

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦

1:30

Ａ２橋台配筋図（その１）

正 面 図

前 面 背 面

胸壁平断面図 竪壁平断面図

下流側巻込み壁

正 面 図

外内面共通

正 面 図

外内面共通

平 断 面 図

平 断 面 図

上流側巻込み壁

箱抜き補強鉄筋詳細図

前背面共通

年 度

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

縮 尺

上流側
(海側)
下流側

(海側)
下流側 上流側

i=2.00% i=2.00%

上流側
(海側)
下流側

(海側)
下流側 上流側 上流側

(海側)
下流側

注）・箱抜きに当たる鉄筋は現場にて適宜切断すること。

　　・かぶりはすべて躯体から直角に100とする。
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A 1 D16A 2 D16

A 3 D13A 4 D13

A 6 D16 A 6 D16

A 8 D13 A 8 D13 A 8 D13 A 8 D13

A 3 D13

A 4 D13A 7 D13 A 7 D13

A 9 D13P 3 D13

P 5 D13

P 8 D13

P 1 D16P 2 D16

P 11 D13
P 12 D13

P 7 D13 P 7 D13

P 11 D13
P 12 D13

F 7 D16 F 7 D16 F 7 D16F 7 D16

P
R
1 D16

P
R
2 D13

P
R
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P
R
3 D13 P

R
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P
R
4 D13

P
R
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P
L
1 D16

P
L
4 D13

P
L
3 D13

P
L
2 D13 P

L
4 D13

P
L
5 D13

P
L
2 D13

※ ※

※

※

2X175

P 10 D13 P 9 D13P 9 D13
P 10 D13

H 4 D16

H 3 D16

A 8 D13 A 8 D13

H 5 D16

H 6 D16

H 1 D16 H 2 D16

　　　 　 （H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

　　 なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体

　　　 下記の基準等を満足すること。

　　 　　 機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　　 　 道路橋示方書・同解説（H29.11　日本道路協会）

注）2.※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

　　 と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注）3.この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり製品を

　　 指定するものではない。

1

2

注）1.鉄筋は全てエポキシ樹脂塗装鉄筋とする。

P 5 D13

P 6 D13

P 3 D13

P 4 D13

/14
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Ａ２橋台配筋図（その２） S=1:30

工事名

路線名等

図面名

図面番号

事業者名

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦

1:30

Ａ２橋台配筋図（その２）

断 面 図

受台平面図

上 流 側下 流 側

側 面 図

背 面

胸壁詳細図

前 面

背 面

竪壁詳細図

前 面

S=1:20

平 面 図

支承詳細図

年 度

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

縮 尺

注）　　鉄筋はフーチングコンクリート打設時に組立てておくこと。

2
X
2
5
0

2
X
2
5
0

2X175

A 10 D16

※

※ ※

2
X
3
0
0

2
X
2
5
0

2X175

2
X
2
5
0

2
X
2
5
0

2
X
2
5
0

2X175

2X300

( )※

※

※

※

　　　 　 （H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

　　 なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体

　　　 下記の基準等を満足すること。

　　 　　 機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　　 　 道路橋示方書・同解説（H29.11　日本道路協会）

注）2.※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

　　 と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注）3.この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり製品を

　　 指定するものではない。

1

2

注）1.鉄筋は全てエポキシ樹脂塗装鉄筋とする。

2X150 2X150

2X1502X300

※

(海側)
下流側 上流側

F 6 D16

A 9 D13

F 2 D16

F 9 D16

F 6 D16

A 2 D16

F 1 D16

A 1 D16

P 1 D16
A 5 D16

A 10 D16

P 2 D16

P 7 D13P 8 D13

F 9 D16

F 6 D16

F 2 D16

F 6 D16

A 7 D13

A 2 D16

A 6 D16

A 8 D13

A 10 D16

D165A

A 1 D16

F 1 D16

F 2 D16F 7 D16

F 8 D13A 7 D13

F 1 D16

A 1 D16

A 2 D16

A 6 D16

A 8 D13

A 10 D16

D165A

A 6 D16

注）（　）内の鉄筋は水平補強鉄筋を示す。

A 5

上流側巻込み壁下流側巻込み壁

2X300 2X150

A 5 D16

水平補強鉄筋

橋座筋

※ ※

※

組立鉄筋

注）組立鉄筋は配力筋を囲み、背面側に半円形フックを配置する。

組立鉄筋

注）組立鉄筋は配力筋を囲み、半円形フックと定着体を千鳥状に配置する。

2.00%

4
X
1
2
5

4
X
1
2
5

4X125

上流側

橋軸方向

断 面 図

注）橋座は2.00%の排水勾配を付けること。

　　最小かぶりを90mm以上確保すること。

4X125 4X125

(海側)
下流側

S 1 D16

S 2 D16

S 1 D16

S 2 D16

S 3 D16

S 2 D16

S 1 D16

P 2 D16 P 1 D16

P 3 D13P 8 D13P 5 D13

A 10 D16 A 9 D13

A 3 D13

A 1 D16

A 5 D16

A 4 D13

A 2 D16

/15

徳島県土整備事務所鳴門支所

32

6001400

2000

1
1
0
5

3
7
0
0

1
1
0
5

1
0
9
5

1
5
0
0

3
7
0
0

1
5
0
0

1
0
9
5

900 500

1400

9
0
0

5
0
0

1
4
0
0

3900

5002900500

150150

2
5
0

4
X
2
0
0
=
8
0
0

4
5
0

1
0
0

1
0
0

1
3
5

1
7
0

3
X
2
5
0
=
7
5
0

1
0
0

2
4
5

=
5
0
0

1
6
0
0

4
5
0

4
X
2
0
0
=
8
0
0

2
5
0

1
6
0
0

=
5
0
0

2
4
5

1
0
0

1
5
0

2
5
0

1
5
0

150

250=350

150 200 150

150 150

1
5
0

1
5
0 1
5
0

2
0
0

1
5
0

=
6
0
0

4X250=1000 5X250=1250

=600

150

1400

900 500

200 150

3
6
8
0

1
0
8
5

1
0
9
5

1
5
0
0

1
6
0
0

4
X
2
0
0
=
8
0
0

2
5
0

=
5
0
0

2
4
5

4
5
0

150

600

2000

250=350150

1400

4
5
0

4
X
2
0
0
=
8
0
0

1
6
0
0

1
5
0
0

3
6
8
0

2
5
0

=
5
0
01
0
9
5 2
4
5

1
5
0

1
0
0

1
0
8
5

150

2
5
0

1
5
0

1400

900 500

200 150

3
7
2
0

1
1
2
5

1
0
9
5

1
5
0
0

1
6
0
0

4
X
2
0
0
=
8
0
0

2
5
0

=
5
0
0

2
4
5

4
5
0

150

600

2000

250=350150

1400

4
5
0

4
X
2
0
0
=
8
0
0

1
6
0
0

1
5
0
0

3
7
2
0

2
5
0

=
5
0
01
0
9
5 2
4
5

1
5
0

1
0
0

1
1
2
5

150

2
5
0

1
5
0

200

150

3X250=750 200

150

3X250=750200

150

3X250=750

3
X
2
5
0
=
7
5
0

1
7
0 1
3
51
0
0

1
0
0

=300 =300

1
5
0

1
0
0

1
5
0

1
0
0

=300=600

150

=300=600

150

150

500

2
5
0

2
5
0

116129

1400

150 1100 150

1
5
0

1
0
0

129113

116 129

200150

1
4
0
0

5
0
0

9
0
0

6
0
0

3
0
0

5
0
0

=
5
0
0

φ1756
2
5

2
7
5

=
5
0
0

5
0
0

=500

500

300600

500900

1400

1
0
3

2
0
0

3900

500 2900 500

540 540

9101080910

=500

500

=500

500



Ａ２橋台配筋図（その３） S=1:30

工事名

路線名等

図面名

図面番号

事業者名

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦

1:30

Ａ２橋台配筋図（その３）

底 版

上 面

下 面

鉄 筋 加 工 図

フーチング詳細図

年 度

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

縮 尺 /16

(海側)
下流側

(海側)
下流側

上流側

上流側

2X150 2X200

2
X
1
7
5

2X150 2X200

2
X
1
7
5

F 1 D16

F 2 D16

F 3 D13

F 5 D13

F 8 D13 F 4 D13 F 8 D13

F 8 D13 F 8 D13

※

※

※

P 3 4-D13 X 3600

P 4 1-D13 X 3610

P 6 1-D13 X 3610

P 5 4-D13 X 3600

P 9 2-D13 X 1410 P 10 2-D13 X 1410

P 11 2-D13 X 560 P 12 2-D13 X 560

P
R 1

8
-
D
1
6

X
1
7
0
0

P
R
3 4-D13 X 560 P

R
4 4-D13 X 590

P
L 1

8
-
D
1
6

X
1
7
0
0

P
L
3 4-D13 X 560 P

L
4 4-D13 X 590

S 1 10-D16 X 1060 S 2 10-D16 X 1060

P
1

1
7
-
D
1
6

X
1
9
4
0

P
2

1
7
-
D
1
6

X
1
9
4
0

P 8 10-D13 X 460

P
L
2 10-D13 X 1340 P

R
2 10-D13 X 1340

P
L
5 4-D13 X 460 P

R
5 4-D13 X 460

H 1 6-D16 X 1600

H 2 4-D16 X 1700

H 4 2-D16 X 1400

P 7 17-D13 X 560

　　　 円弧部以外は鉄筋の外形寸法を示す。

　　 3)鉄筋長は、鉄筋の中心寸法を示す。

　　　 ・コンクリート部材編」及び「道路橋示方書・同解説IV下部構造編」

　　 2)曲げ寸法は、円弧部の曲げ半径は鉄筋の内半径を示し、

　　　 （平成29年11月）による。

注）4. 1)鉄筋の最小曲げ半径は、「道路橋示方書・同解説IIIコンクリート橋

　　　 　 （H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

　　 なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体

　　　 下記の基準等を満足すること。

　　 　　 機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　　 　 道路橋示方書・同解説（H29.11　日本道路協会）

注）2.※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

　　 と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注）3.この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり製品を

　　 指定するものではない。

1

2

注）1.鉄筋は全てエポキシ樹脂塗装鉄筋とする。

S 3 2-D16 X 2230

H 5 2-D16 X 1410 H 3 2-D16 X 1500

H 6 2-D16 X 1400

上 面

下 面

F 3F 1 D16

F 2 D16

F 4 D13

F 5 D13

F 9 D16※

組立鉄筋

注）組立鉄筋は配力筋を囲み上面側に半円形フックを配置する。

徳島県土整備事務所鳴門支所
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Ａ２橋台配筋図（その４） S=1:30

鉄 筋 加 工 図

工事名

路線名等

図面名

図面番号

事業者名

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦

1:30

Ａ２橋台配筋図（その４）

年 度

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

縮 尺 /17

※

※

※

機械式鉄筋定着工法数量表

鉄筋径

D13

D16

0<L≦1m 1m<L≦2m 2m<L≦3m 3m<L≦4m 4m<L≦5m 5m<L≦6m

小 計

合 計

箇 所 数

48

----

- - - - -

- - - -

18 7

23

18 30

1.0基当り

(SD345)

　※

　※

　※

　※

　※

　※

A 1 17-D16 X 2420 A 2 17-D16 X 2420 A 7 8-D13 X 2380

A 3 4-D13 X 4040

A 8 6-D13 X 1490

F 1 19-D16 X 2140

F 2 19-D16 X 3860

F 5 9-D13 X 4200

A 4 4-D13 X 4040

A 5 17-D16 X 2990

A 10 17-D16 X 1390

F 3 5-D13 X 4200

F 4 4-D13 X 970

F 6 10-D16 X 4200

F 8 9-D13 X 1490F 7 10-D16 X 2170

注）鉄筋は全てエポキシ樹脂塗装鉄筋とする。

注）※印表記は機械式鉄筋定着工法を示す。

A 6 6-D16 X 5000

A 9 7-D13 X 1360

F 9 6-D16 X 1390

　　　 円弧部以外は鉄筋の外形寸法を示す。

　　 3)鉄筋長は、鉄筋の中心寸法を示す。

　　　 ・コンクリート部材編」及び「道路橋示方書・同解説IV下部構造編」

　　 2)曲げ寸法は、円弧部の曲げ半径は鉄筋の内半径を示し、

　　　 （平成29年11月）による。

注）4. 1)鉄筋の最小曲げ半径は、「道路橋示方書・同解説IIIコンクリート橋

　　　 　 （H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

　　 なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体

　　　 下記の基準等を満足すること。

　　 　　 機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　　 　 道路橋示方書・同解説（H29.11　日本道路協会）

注）2.※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

　　 と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注）3.この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり製品を

　　 指定するものではない。

1

2

注）1.鉄筋は全てエポキシ樹脂塗装鉄筋とする。

鉄筋質量表
種 別 径 長 さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘 要

P 1 D16 1940 17 1.56 3.03 52

P 2 〃 1940 17 〃 3.03 52

P 3 D13 3600 4 0.995 3.58 14

P 4 〃 3610 1 〃 3.59 4

P 5 〃 3600 4 〃 3.58 14

P 6 〃 3610 1 〃 3.59 4

P 7 〃 560 17 〃 0.56 10

P 8 〃 460 10 〃 0.46 5

P 9 〃 1410 2 〃 1.40 3

P 10 〃 1410 2 〃 1.40 3

P 11 〃 560 2 〃 0.56 1

P 12 〃 560 2 〃 0.56 1

163 kg

P 1
L

D16 1700 8 1.56 2.65 21

P 2
L

D13 1340 10 0.995 1.33 13

P 3
L

〃 560 4 〃 0.56 2

P 4
L

〃 590 4 〃 0.59 2

P 5
L

〃 460 4 〃 0.46 2

40 kg

P 1
R

D16 1700 8 1.56 2.65 21

P 2
R

D13 1340 10 0.995 1.33 13

P 3
R

〃 560 4 〃 0.56 2

P 4
R

〃 590 4 〃 0.59 2

P 5
R

〃 460 4 〃 0.46 2

40 kg

H 1 D16 1600 6 1.56 2.50 15

H 2 〃 1700 4 〃 2.65 11

H 3 〃 1500 2 〃 2.34 5

H 4 〃 1400 2 〃 2.18 4

H 5 〃 1410 2 〃 2.20 4

H 6 〃 1400 2 〃 2.18 4

43 kg

S 1 D16 1060 10 1.56 1.65 17

S 2 〃 1060 10 〃 1.65 17

S 3 〃 2230 2 〃 3.48 7

41 kg

A 1 D16 2420 17 1.56 3.78 64

A 2 〃 2420 17 〃 3.78 64

A 3 D13 4040 4 0.995 4.02 16

A 4 〃 4040 4 〃 4.02 16

A 5 D16 2990 17 1.56 4.66 79

A 6 〃 5000 6 〃 7.80 47

A 7 D13 2380 8 0.995 2.37 19

A 8 〃 1490 6 〃 1.48 9

A 9 〃 1360 7 〃 1.35 9

A 10 D16 1390 17 1.56 2.17 37

360 kg

種 別 径 長 さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘 要

F 1 D16 2140 19 1.56 3.34 63

F 2 〃 3860 19 〃 6.02 114

F 3 D13 4200 5 0.995 4.18 21

F 4 〃 970 4 〃 0.97 4

F 5 〃 4200 9 〃 4.18 38

F 6 D16 4200 10 1.56 6.55 66

F 7 〃 2170 10 〃 3.39 34

F 8 D13 1490 9 0.995 1.48 13

F 9 D16 1390 6 1.56 2.17 13

366 kg

合　計 D16 811 kg

D13 242 kg

総質量 1053 kg

徳島県土整備事務所鳴門支所
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実施設計図面
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標準断面図（護岸工） S=1/50

ビニールハウス

標準断面図（護岸工）

▽-0.200(計画河床高)

AS
▽ 3.500(計画天端高)

S=1/50

工事名

路線名等

図面名

縮尺

会社名

図面番号

事業者名

工事箇所

DL=-5.000

i=2.0%

NO.3付近

1
:
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5

護岸工施工時地盤線

1号護岸工(重力式擁壁)

元地盤線

【網干島側道橋護岸工事】

1
:
0.

5

重力式擁壁
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鳴門市鳴門町土佐泊浦
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徳島県土整備事務所鳴門支所
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S=1/100

工事名

路線名等

図面名

縮尺

会社名

図面番号

事業者名

工事箇所

横 断 図 1（護岸工） S=1/100

ビニールハウス

AS

GH=3.608
FH=

NO.3

GH=3.605
FH=

NO.2+15.00

横 断 図 1（護岸工）

DL=-5.000

DL=-5.000

▽-0.200(計画河床高)

▽-0.200(計画河床高)

1:
0.

5
1
:0

.5

AS

DL=-5.000

GH=3.605
FH=

NO.2+10.00

AS

▽-0.200(計画河床高)

1:
0.

5

▽ 3.500(計画天端高)

▽ 3.500(計画天端高)

▽ 3.500(計画天端高)

▽3.469▽3.574

i=2.0%

i=2.0%

▽3.573 ▽3.499

i=2.0%

▽3.530▽3.571

名 　称
左 側

NO.2+15.00

B

D

工種

土　砂床 掘

路 体 盛 土

W＜2.5m

2.5m≦W＜4.0m

W≧4.0m

流用土

土　砂基 面 整 正

片 切 掘 削 土　砂

C

流用土

右 側

断 面 数 量

12.9

(別途算出)(別途算出)

－

－

5.3

埋 戻

作
業
土
工

0.9

0.8

5.0

－

－

1.2

名 　称
左 側

NO.2+10.00

B

D

工種

土　砂床 掘

路 体 盛 土

W＜2.5m

2.5m≦W＜4.0m

W≧4.0m

流用土

本
体
土
工

土　砂基 面 整 正

片 切 掘 削 土　砂

C

流用土

右 側

断 面 数 量

10.2

(別途算出)(別途算出)

－

－

5.3

埋 戻

作
業
土
工

0.9

0.9

5.0

－

－

1.2

本
体
土
工

【網干島側道橋護岸工事】

1:
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5
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(別途算出)(別途算出)
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5.3
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－

－

1.2

1.3

土　砂
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流用土

土　砂

流用土
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土　砂

名 　称
左 側

NO.3

B

D

工種

床 掘
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基 面 整 正

片 切 掘 削

C
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作
業
土
工

本
体
土
工

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦
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鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

徳島県土整備事務所鳴門支所
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S=1/100

工事名

路線名等

図面名

縮尺

会社名

図面番号

事業者名

工事箇所

GH=3.645
FH=

NO.4

GH=3.652
FH=

NO.3+16.00

横 断 図 2（護岸工） S=1/100

横 断 図 2（護岸工）

資材置場

資材置場
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擁壁工展開図（護岸工）
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図 示

工事名

路線名等

図面名

縮尺 図面番号

工事箇所

擁壁工展開図（護岸工）

▽0.822(計画天端高)

N
O
.
3
+
1
6
.
0
0

N
O
.
3
+
1
9
.
5
0

(
h
=
8
2
2
)

(
h
=
8
2
2
)

(
h
=
8
2
2
)

L=4.17m（平均延長）

N
O
.
3
+
1
9
.
5
4

S=1/50

N
O
.
3

N
O
.
3
+
1
8
.
1
6

(
h
=
2
7
0
0
)

▽2.953 ▽2.929 ▽2.915
▽3.070

▽3.226 ▽3.269 ▽3.285▽3.230

▽3.497

▽管理道計画高

▽管理道計画高

1号護岸工
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(RC-40)
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構 造 図（護岸工）

1号護岸工 S=1/50

1
:
0.
5

▽平張コンクリート

▽-0.200(計画河床高)

▽ 0.822(計画天端高)

水抜パイプ(VPφ65)
(1箇所/3.0m2)

100

コンクリート
(σck=18N/mm2)

基礎砕石
(RC-40)

（重力式擁壁）

材 料 表

単位 数　　 量名 　　称

1.0m当り

コンクリート

型　　 枠

m 3 7.873

基 礎 砕 石

m 2

m 2

9.95

3.05

枠 組 足 場 掛m2 4.7

2号護岸工 S=1/50
（重力式擁壁）

材 料 表

単位 数　　 量名 　　称

1.0m当り

コンクリート

型　　 枠

m 3 2.033

基 礎 砕 石

m 2

m 2

4.28

1.71

単管傾斜足場 掛m2 2.3

コンクリート
(σck=18N/mm2)

基礎砕石
(RC-40)

コンクリート t=10cm

路盤工(RC-40) t=10cm

土留擁壁 S=1/50

1
:

0
.
2

▽3.511

張コンクリート工 S=1/50

1
:

0
.
2
6

(構造物用)

ガードパイプ
(構造物用)

ガードパイプ S=1/20

図 示

構 造 図（護岸工）

工事名

路線名等

図面名

縮尺

会社名

図面番号

事業者名

工事箇所

平張コンクリート S=1/20

材 料 表

単位 数　　 量名 　　称

1.0m当り

コンクリート

型　　 枠

m 3 11.529

m 2 9.49

単管傾斜足場 掛m2 4.8

材 料 表

単位 数　　 量名 　　称

1.0m当り

コンクリート

型　　 枠

m 3 1.570

m 2 3.14

単管傾斜足場 掛m2 3.1

掛m2 4.7枠 組 足 場

1
:
0
.5
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▽ 3.500(計画天端高)

水抜パイプ(VPφ65)
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吸出防止マット
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コンクリート
(σck=18N/mm2)

コンクリート
(σck=18N/mm2)

【網干島側道橋護岸工事】

吸出防止マット

(150×150)

単管傾斜足場 掛m2 5.3

枠 組 足 場 掛m2 2.0

重力式擁壁S=1/50

材 料 表

単位 数　　 量名 　　称

1.0m当り

コンクリート
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2
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鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

徳島県土整備事務所鳴門支所
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工事名

路線名等

図面名

図面番号

事業者名

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦

/24S=1:100

平 面 図

平 面 図 S=1:100

年 度

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

縮 尺

網干島橋

2.88

2.85

2.93

2.85

1.48

1.48

2.19

0.18

2.41

2.84

3.32

2.97

3.65

3.51

1.41

0.46

(2.11)

0.07

3.30
3.54

3.40

3.90

1.38
0.46

0.07

0.13

-0.12

(0.23)

(0.21)

0.00

-0.36

0.16

0.190.20

0.18

-0.02

2.40

2.38

-0.28

0.21

0.24

0.22

0.60

0.65 0.41
0.64

1.40

1.78

1.94

1.94

2.55

2.53

1.87

2.02

3.55

3.30

3.31

3.59
(2.18)

3.44

3.16

3.02

3.00

3.43

3.44

3.45

4.43

3.78

3.78 4.56
3.46

3.55

3.53

3.56

3.50

3.28

3.44

3.53

3.45

3.48

3.40

3.40
3.78

3.72
2.39

2.382.40

2.42

2.63

2.90

0.24

0.23

0.29

0.270.23

0.26

0.23

(0.16)

(0.18)

3.58

3.56

3.57

3.56

3.63

3.64

3.55

K-1-1

K-1(KBM.1)

K.3-2

N
O
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1
+
1
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.
0
0
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N
O
.
2

N
O
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2
+
3
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2
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N
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N
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3
+
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.
0
0
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N
O
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3
+
1
6
.
0
0
0

N
O
.
4

N
O
.
4
+
2
.
8
3
3

(
N
O
-
0
)

網干川

DL3.570 DL3.571 DL3.572 DL3.574 DL3.574 DL3.576

DL3.471DL3.469

N
O
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2
+
7
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9
0
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N
O
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2
+
1
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N
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.
2
+
1
7
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7
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N
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2
+
1
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1
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N
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3
+
4
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1
9
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N
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2
+
1
0
.
0
0
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N
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2
+
5
.
0
0
0

N
O
.
2
+
1
5
.
0
0
0

DL3.469

DL3.574

DL3.573

DL3.499

DL3.571

DL3.530

DL3.569

DL3.523

DL3.568

DL3.522

AS

量水器

準拠点

仮設配管φ300

Eフクイケ44
T大毛(二)11R6

Eフクイケ43
T大毛(二)11R7

VPφ100
VPφ100

HPφ300 単管
引込小柱

Bor.No.2
H=3.458m

dep=12.00m

Bor.No.1
H=3.568m

dep=17.00m

N
O
.
2
+
3
.
4
2
0

N
O
.
2
+
7
.
9
0
7

N
O
.
3
+
4
.
1
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矢板護岸(4w型)
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N
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2
+
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歩道舗装(カラー舗装) A=63.5m2

徳島県土整備事務所鳴門支所
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転落防止柵（ガードパイプ）　L=20660



工事名

路線名等

図面名

図面番号

事業者名

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦

/25S=1:50

土工計画平面図

平 面 図 S=1:50

年 度

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

縮 尺

網干島橋

2.88

2.85

2.85

1.48

1.48

2.19

0.18

2.41

2.84

2.97

3.65

3.51

(2.11)

0.07

3.90

-0.12

(0.23)

(0.21)

0.00

-0.36

0.16

0.190.20

0.18

-0.02

2.40

2.38

-0.28

0.21

0.24

0.22

0.60

0.65 0.41
0.64

1.40

1.78

1.94

1.94

2.55

2.53

1.87

2.02

3.30

3.31

3.59
(2.18)

3.44

3.16

3.02

3.00

3.43

3.44

3.45

4.43

3.78

3.78 4.56
3.46

3.55

3.53

3.56

0.24

0.23

0.29

(0.16)

(0.18)

3.58

3.56

3.57

3.64

3.55

K-1-1

K-1(KBM.1)

NO
.2
+3
.
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.3
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.3
+5
.
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.3
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00
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00
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DL3.574
DL3.573

DL3.499

DL3.571

DL3.530

DL3.569

DL3.523

DL3.568

DL3.522

AS

準拠点

仮設配管φ300

Eフクイケ44
T大毛(二)11R6

Eフクイケ43
T大毛(二)11R7

VPφ100
VPφ100

HPφ300 単管
引込小柱

Bor.No.1
H=3.568m
dep=17.00m

45
00

NO
.
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3
.4
20

NO
.
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7
.9
07

NO
.
3+
4
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97

矢板護岸(4w型)
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.
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.
19
7

歩道舗装(カラー舗装) A=63.5m2

徳島県土整備事務所鳴門支所
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無筋コンクリート区間 L=4482 歩道舗装(カラー舗装)区間 L=16290

転落防止柵　20660



工事名

路線名等

図面名

図面番号

事業者名

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦

横 断 面 図 (1) S=1:100

S=1:100

横 断 面 図 (1)

年 度

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

縮 尺 /26

DL=0.000

DL=0.000

DL=0.000

EL＝3.530

EL＝3.523

EL＝3.522

EL＝3.571

EL＝3.569

EL＝3.568

AS

AS

AS

コンクリート(σck=18N/mm2)

A=4.1m2

コンクリート(σck=18N/mm2)

A=3.2m2

盛土 4.4m2

i=2.0%

i=2.0%

i=2.0%

GH=3.606

NO.2+5

FH=

GH=3.605

NO.2+10

FH=

GH=3.608

NO.2+3.42

FH=

コンクリート塊 σck=18N/mm2

名 　　称
左 側

NO.2+10

盛　　　 　 土 土　砂

右 側

断 面 数 量

4.4

－σck=18N/mm2土留コンクリート

－

コンクリート塊 σck=18N/mm2

名 　　称
左 側

NO.2+5

盛　　　 　 土 土　砂

右 側

断 面 数 量

4.1

－σck=18N/mm2土留コンクリート

－

コンクリート塊 σck=18N/mm2

名 　　称
左 側

NO.2+3.42

盛　　　 　 土 土　砂

右 側

断 面 数 量

3.2

－σck=18N/mm2土留コンクリート

－

徳島県土整備事務所鳴門支所
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3965 2074

6039 750

3965 2285

6250 300

3965 2285

6250 300



工事名

路線名等

図面名

図面番号

事業者名

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦

横 断 面 図 (2) S=1:100

S=1:100

横 断 面 図 (2)

年 度

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

縮 尺 /27

FH=

NO.2+15

GH=3.605

GH=3.608

NO.3

FH=

ビニールハウス

NO.3+4.197(NO.3+5.000に投影)

AS

DL=0.000

DL=0.000

DL=0.000

AS

AS

GH=3.620

FH=

EL＝3.576 EL＝3.471

EL＝3.469

EL＝3.499

EL＝3.574

EL＝3.573

i=2.0%

i=2.0%

i=2.0%

盛土 16.0m2

盛土 15.8m2

盛土 11.0m2

コンクリート塊 σck=18N/mm2

名 　　称
左 側

NO.3+4.197

盛　　　 　 土 土　砂

右 側

断 面 数 量

16.0

－σck=18N/mm2土留コンクリート

－

コンクリート塊 σck=18N/mm2

名 　　称
左 側

NO.3

盛　　　 　 土 土　砂

右 側

断 面 数 量

15.8

－σck=18N/mm2土留コンクリート

－

コンクリート塊 σck=18N/mm2

名 　　称
左 側

NO.2+15

盛　　　 　 土 土　砂

右 側

断 面 数 量

11.0

－σck=18N/mm2土留コンクリート

－

徳島県土整備事務所鳴門支所
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3965 5260

9225 750

3965 5260

9225 750

3965 3720

7685 750



護岸鋼矢板構造図 S=1/15

NS-SP-4w(SYW295)
L=11.5m 14set

U形鋼矢板
NS-SP-4w(SYW295)
L=11.5m 13set

U形鋼矢板
NS-SP-4w(SYW295)
L=11.5m 1set

U形鋼矢板

工事名

路線名等

図面名

図面番号

事業者名

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦

図 示 /28

鋼矢板構造図

年 度

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

縮 尺

NS-SP-4w(SYW295
)

L=11500

重防食被覆
NS-SP-4w(SYW295

)
L=11500

重防食被覆

BOTTOM

TOP

重防食被覆面積
A=0.75m

2
/m×4.20m=3.15m

2
重防食被覆面積

A=0.87m 2/m×4.20m=3.65m2

BOTTOM

TOP

NS-SP-4w　L=11500 kg 106 1219 14 17066 SYW295

材料表
形　状　寸　法 単位 単位質量1枚当り質量 本数 質　量 材　質 摘　要

合計 34132

重防食被覆A=3.15m2/枚

NS-SP-4w　L=11500 kg 106 1219 1 1219 SYW295

kg

NS-SP-4w(SYW295
)

L=11500

重防食被覆

重防食被覆面積
A=0.87m 2/m×4.20m=3.65m

2

※
現

場
塗

装

BOTTOM

TOP

※現場塗装

NS-SP-4w　L=11500 kg 106 1219 13 15847 SYW295 重防食被覆A=3.65m2/枚

重防食被覆A=3.65m2/枚 ※現場塗装

28 枚

徳島県土整備事務所鳴門支所
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伸 縮 部 材Ｃ 　Ｒ

品番 品　　名 材　質
数　　量
１基

備　　　　　　　考

１

３

１

押 　え　 板 ２組 ｔ１２×６５

ＲＥ１００Ｅ型

２ １ＰＬＹ（平織） Ｌ＝４３０補　 強 　布 １組ポリエステル

ＳＵＳ３０４

外水圧（Ｗ.Ｐ.）

使　　用　　条　　件

沈下量（偏心量）

伸 　び　 量

100 mm

100 mm

0.1MPa{1.0kgf/cm }2

内水圧（Ｗ.Ｐ.） 0.1MPa{1.0kgf/cm }2

仕 様

１.品番3は施工性を考慮して分割品とする。

工事名

路線名等

図面名

図面番号

事業者名

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦

図 示 /29

可撓矢板詳細図

可撓継手詳細図

※計画河床から1m程度根入れする。

年 度

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

縮 尺

継手全体図 S=1:15

(Ｂ視図)

継手断面図S=1:4

(Ａ－Ａ)

鋼矢板 11.5m
(SP-4w)

(Ａ１橋台)

1

3

2

アンカーボルト
(M16)

取付金具
(L130×130×12)

六角ボルト
(M16×70)

上流側

下流側
（海側）

B

取付平面図S=1:40

上流側

下流側
（海側）

鋼矢板 11.5m
(SP-4w)

取付正面図

A A

-0.200(計画河床高)

笠
コ

ン

徳島県土整備事務所鳴門支所
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笠コンクリート配筋図（その１）

C－C 断 面 S=1:20

A－A 断 面 S=1:30

B－B 断 面 S=1:30

工事名

路線名等

図面名

図面番号

事業者名

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦

図 示 /30

笠コンクリート配筋図（その１）

※防護柵支柱と配力筋(K1)が干渉する場合は、防護柵または鉄筋のピッチを調整すること。
年 度

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

縮 尺

DL3.529

DL3.219：鋼矢板天端高

C

C

1
K

DL3.530 DL3.523
DL3.476 DL3.469 DL3.471

E区間

D区間

C区間

B区間

A区間

R5
.7
4

R5
.7
4

L=16800

K D132

K D135

K D138

K D134

K D137

K D1310

A

A

B B

K 1 D13
K 8

K 4 D13K 3

K 9

K 5 K 6

支柱間隔（参考）

100

100

K

D13

3

K

D13

6

K

D13

9

K 2

D13K 7

D13K 10

徳島県土整備事務所鳴門支所
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410(重ね継手)
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笠コンクリート配筋図（その２）

工事名

路線名等

図面名

図面番号

事業者名

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦

図 示 /31

笠コンクリート配筋図（その２）

年 度

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事

令和８年度

実施設計図面

縮 尺

K 2 3-D13x3300

K 3 3-D13x8900

K 4 3-D13x5600

K 5 3-D13x4500
K 6 3-D13x6400

K 7 3-D13x6800

K 8 3-D13x3200

K 9 3-D13x8800

K 10 3-D13x5700

K 1 31-D13x2220

鉄 筋 表

kg

257 kg総質量

257D13

摘　 要質　 量1本当り質量単位質量本数長 さ径記 号

D13K 1

2

0.995

D13 0.995

2220

3300

58

3

2.21

3.28

129

10

3 D13 0.9958900 3 8.86 27

4 D13 0.9955600 3 5.57 17

5 D13 0.9954500 1 4.48 5

6 D13 0.9956400 1 6.37 7

7 D13 0.9956800 1 6.77 7

コンクリート（σck=24N/mm2）

(602*750+600*750)/2*4900

計 算 式(mm)区　間 体　積(m3)

A区間

B区間

C区間

D区間

E区間

2.21

(600*750+607*750)/2*1800 0.82

(607*750+654*750)/2*6000 2.84

(654*750+661*750)/2*1800 0.89

(661*750+660*750)/2*2500 1.24

8総体積

8

9

10

D13

D13

D13

3200

8800

5700

0.9953

0.9953

0.9953

3.18

8.76

5.67

10

27

18

32

徳島県土整備事務所鳴門支所
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2672 529
410(重ね継手)
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1172

168°0'0" 168°0'0"

477(重ね継手)

569 5132

168°0'0" 168°0'0"
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9
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線形図

線形図
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小座標値
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線　形　要　素

小座標原点 小座標値

3) X軸と直交する直線をY軸とする。

2) 原点からCLとA2橋台との交点を結ぶ直線をX軸とする。

1) 道路中心線CLとA1橋台の交点を小座標原点、(0.0)に設定する。

小座標の設定
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縮 尺

年 度

図面番号

事業者名

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市鳴門町土佐泊浦

図 示

Ｒ８鳴土 鳴門公園線

鳴・鳴門土佐泊浦 橋梁下部工事
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令和８年度

実施設計図面
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徳島県土整備事務所鳴門支所

橋　長　15700

50 桁　長　15600 50

250 支間長　15100(4@3775=15100) 250
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